
震 災 伝 承 施 設 マ ッ プ

（2025.4.1時点）

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の50万分1地方図を使用した。（承認番号 令1東使、 第1号）

★★☆第2分類
第1分類のうち、公共交通機関等の利便性が高い、近
隣に有料又は無料の駐車場がある等、来訪者が訪問
しやすい施設。

第1分類 ★☆☆
上記の項目のいずれか一つ以上に該当する施設。

★★★第3分類
第2分類のうち、案内員の配置や語り部活動等、
来訪者の理解のしやすさに配慮している施設。

分類選定の条件

東日本大震災から得られた実情と教訓を伝承する施設で、
以下のいずれかの項目に該当する施設です。
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災害の教訓が理解できるもの
災害時の防災に貢献できるもの
災害の恐怖や自然の畏怖を理解できるもの
災害における歴史的•学術的価値があるもの
その他（災害の実情や教訓の伝承と認められるもの）

い ふ

「震災伝承施設」とは

　『3.11伝承ロード』とは、東日本大震災の教訓を学ぶ
ため、震災伝承施設ネットワークを活用して、防災に関
する様々な取り組みや事業を行う活動を言います。
　東日本大震災の被災地には、被災の実情や教訓を学
ぶための遺構や展示施設が数多くあります。その施設
を「震災伝承ネットワーク協議会」が「震災伝承施設」と
して登録し、マップや案内標識の整備などによりネット
ワーク化を図ります。その施設やネットワークを基盤に
して、防災や減災、津波などに関する「学び」や「備え」に
関する様々な取り組みや事業を行います。
　その活動によって、これまでの防災に対する知識や
意識を向上させるとともに、地域や国境を越えた多くの
人 と々の交流を促進させ、災害に強い社会の形成と地
域の活性化に貢献したいと考えています。

『3.11伝承ロード』とは
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※このマップは、第3分類の施設のみ紹介しています。

「震災伝承施設」の登録状況 令和7年6月6日時点


